
練馬区立美術館・貫井図書館

基本設計の概要

令和６年３月

練馬区



練馬区立美術館・貫井図書館改築計画の検討経過

時 期 内 容

平成30年５月 練馬区立美術館再整備基本構想策定検討委員会の設置（全７回開催）

令和元年11月 練馬区立美術館再整備基本構想策定検討委員会からの提言

令和２年10月 （仮称）これからの図書館構想策定検討委員会の設置（全９回開催）

令和３年12月
練馬区立美術館再整備基本構想（素案）策定

区民意見反映制度による意見聴取を実施

令和４年３月 練馬区立美術館再整備基本構想策定

令和４年６月 中村橋駅周辺まちづくり検討会の設置

令和４年７月 練馬区立美術館および練馬区立貫井図書館改築等基本設計候補者選定委員会の設置

令和４年８月 練馬区立美術館・貫井図書館改築等基本設計候補者選定プロポーザルの実施

令和４年11月 これからの図書館構想策定

令和４年12月 平田晃久建築設計事務所を候補者として選定（二次審査は公開プレゼンテーション）

令和５年１月 練馬区立美術館・貫井図書館改築等基本設計業務着手

令和６年１月 練馬区立美術館・貫井図書館改築等基本設計完了

令和６年２月 アートを感じられるまちなみ整備の方針をまとめる



設計方針

⑴ 年齢や障害に関わらず、誰もが美術館・図書館、美術の森緑地を一体的に

利用できるようユニバーサルデザイン設計を導入する。

⑵ 美術館と図書館の従来の基本的機能を維持したうえで、機能的・空間的に

融合し、互いの特徴を活かしたイベント等が展開できる機能空間を創出する。

⑶ 環境に配慮するため、ZEB Ready※（一次エネルギー消費量50％以上削減）

を目指し、建物の省エネ化を図る。

⑷ 中村橋駅や商店街、所々に設けられたアートスポットが連なる大きな回遊路

（ アート・コミュニケーション・コリドー ） の一部として位置付け、まちと

一体となった美術館・図書館として、まちに開かれた建物とする。

⑸ 美術の森緑地はパブリックスペースとして、既存の屋外彫刻群を活かした

まちとつながる公園空間とする。

※「ZEB（ゼブ）」とは「Net Zero Energy Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）」の略称です。
高断熱・高気密化、高効率設備導入などで建物を省エネ化し、創エネによって使う分のエネルギーをつくることで、
快適な室内環境を実現しながら、エネルギー消費量を正味ゼロにすることを目指した建物です。
「ZEB」には、４段階の認証基準が設けられています。
「ZEB Ready」はZEBを見据えた先進建築物として、外皮（外壁、窓など）の高断熱化及び高効率な省エネルギー
設備を備え、省エネにより基準一次エネルギー消費量を50％以上削減する建物です。



設計概要

項 目 内 容

構 造 鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造（地上５階、地下１階建）

敷地面積 約4,090㎡

建築面積 約3,270㎡

延床面積 約8,600㎡

美術館ゾーン 約3,300㎡

図書館ゾーン 約1,300㎡

共 用ゾーン 約2,700㎡

管 理ゾーン 約1,300㎡

計画諸室等
収蔵庫、展示室、区民ギャラリー、創作室、開架書架、閉架書庫、
グループ学習室、ブック・アート・キッズスペース、対面朗読室、
多目的室、カフェ等

⑵ 美術の森緑地

項 目 内 容

敷地面積 約1,890㎡

⑴ 美術館・図書館

















イメージ 外観



イメージ 外観



イメージ ３階 共用部 北側



イメージ ２階 美術館 常設展示室



イメージ ３階 美術館 企画展示室



イメージ ２階 図書館 一般開架



イメージ １階 図書館 児童開架





練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ

練馬区立美術館・貫井図書館の改築に伴う基本設計を進めるにあたり、より多く

の区民の皆さまの多様なご意見等を設計に反映するため、設計者とともに、新しい

美術館・図書館・美術の森緑地を考えるワークショップを以下のとおり開催しました。

ご参加いただきました皆さまに感謝申し上げます。

第２回 美術館・図書館の美術の森緑地へとつながるスペースの使い方
開催日 ：令和５年５月２７日（土）
参加人数：３９名 ※その他小学生以下の参加者３名

第１回 美術館と図書館をつなぐスペースの使い方
開催日 ：令和５年４月１５日（土）
参加人数：４４名 ※その他小学生以下の参加者７名

第３回 美術館と図書館をつなぐスペースの使い方
開催日 ：令和５年７月２２日（土）
参加人数：４２名 ※その他小学生以下の参加者２名

第４回 美術館・図書館の美術の森緑地へとつながるスペースの使い方
開催日 ：令和５年８月２６日（土）
参加人数：４２名 ※その他小学生以下の参加者４名

第５回 美術館・図書館とまちをつなぐ美術の森緑地について
開催日 ：令和５年10月１４日（土）
参加人数：４４名 ※その他小学生以下の参加者５名



練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ
建築をみんなで育てる〈第１回〉

テーマ 美術館と図書館をつなぐスペースの使い方



練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ
建築をみんなで育てる〈第２回〉

テーマ 美術館・図書館の美術の森緑地へとつながるスペースの使い方



練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ
建築をみんなで育てる〈第３回〉

テーマ 美術館と図書館をつなぐスペースの使い方 ２



練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ
建築をみんなで育てる〈第４回〉

テーマ 美術館・図書館の美術の森緑地へとつながるスペースの使い方 ２



練馬区立美術館・貫井図書館設計ワークショップ
建築をみんなで育てる〈第５回〉

テーマ 美術館・図書館とまちをつなぐ美術の森緑地について



アートを感じられるまちなみ整備
美術館・図書館の設計者の監修のもと、まちと建物の装飾や整備などを一体的に行います。

駅を降りると、周辺には様々なアートな演出が施されている。また、美術館への動線やまちのあち
こちには、アート作品が展示されている。美術館へ向かう人や、美術館でアートを楽しんだ人、この
まちで生活している人、活動をしている人は「アートなまちにいる」ことを実感できる。

まちのあちこちにアートなスポットがあふれている
将来像

「アートを感じられるまち」として、以下のような将来像を実現します。 「中村橋駅周辺まちづくり検討会(※)」におけるご意見
－駅から美術館へのルートは一体感のあるデザインとして仕掛けができると良い。
－「まちおこし」としてのアートではなく、まち全体からアートを応援するような
まちづくりを。

－全体の統一感が大事であり、いくつかの要素によりハーモニーするようなアート
ディレクションを。

－中村橋駅に来た人に、アートを感じさせる空間としたい。
－地域の若いアーティストが活動する場が見えるようにしたい。

（※）令和4年度から、地域の方々や学識経験者が参加して中村橋駅周辺のまちづくりを検討中

構想によるまちなみ整備の範囲

To be continued・・・
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アートにいざなわれて美術館へ

エスカレーター天井に作品を設置した例
(大江戸線飯田橋駅)

構内の壁に作品を設置した例
(大江戸線汐留駅)

シャッターアートを実施した例
(日田市駅前通り商店街)

人とアートが交わる場所に

商店街
お店巡りでアート発見！

広場に作品を設置した例
上：東京芸術劇場前
下：新宿駅東口駅前広場（ ）

街路灯をラッピングした例
(大阪市アメリカ村)

沿道に作品を設置した例
（キヨセケヤキロードギャラリー）

道路をインターロッキング舗装した例
（新宿駅西口プラザ通り）


